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平成30年10月24日

総務省　九州総合通信局

電波監理部長　福田

公益社団法人大分県臨床工学技士会

理事長　小川　一　様

医療機関における電波利活用推進のための取組事例の収集について（周知依頼）

拝啓　時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

平素は∴髄鞘匝信行政に対し深いご理解とご協力をいただき、また、電波の安It・安全な利用に対する周

知・啓発活動に関しまして、ご支援・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます：

医療現場において電波が身近なものとなる一方、全国の医療機関で様々なトラブルが発生しています：

そこで総務省九州総合通信局では医療機関で安心・安全に電波利用機器や医療機器を使用していただく

ために、九州地域で医療機関における電波利用等に関して中核的な役割を担う協議会（参考参照）を設立す

ると共に、電波環境協議会が平成28年4月にとりまとめた「医療機関において安心・安全に電波を利用す

るための手引き」等を活用し、厚生労働省と連携した周知・啓発活動にも取り組んでいるところでございま

す。

このたび、その一環といたしまして、医療機関における電波利用に関するトラブルの解消や今後の電波利

用推進のための資料として活用するため、大分県等の病院を対象として、病院内での電波利用に関する「グ

ッドプラクティス（優良）事例及びヒヤリハット（不具合）事例」を収集することといたしました。

つきましては、業務多忙の時期で誠に恐縮ではございますが、平成30年11月中旬ころに、貴県内の病

院に照会の文書傍ij添）を送付したいと考えておりますので、可能な範囲での事前周知と御協力を賜ります

ようよろしくお願い申し上げますこ

敬具

【参考】九州地域の医療機関における電波利用推進協議会構成員（団体名）
九州総合通信局、九州厚生局、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、

鹿児島県、公益社団法人熊本県医師会、一般社団法人熊本県歯科医師会、公益社団法人熊本県薬剤師
会、公益社団法人熊本県看護協会、一般社団法人熊本県臨床工学技士会、一般社団法人熊本県臨床検
査技師会、公益社団法人全国自治体病院協議会、二般社団法人熊本県放射線技師会、日本光電工業株
式会社カスタマーサービス本部AS九州、フクダ電子西部南販売株式会社、株式会社NTTドコモ九
州支社、KDDI株式会社九州総支社、ソフトバンク株式会社九州ネットワーク技術部

〈お問い合わせ先〉　九州地域の医療機関における電波利用推進協議会　事務局 
i電話番号　096－31．2－8252　　メール　kyusyu“kankyc＠I血．soumu．gpjp 

九州総合通信局　電波監理部　電波利用環境課　山下、植野 
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